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ドライアイスの粒子やパウダーと、圧縮空
気を洗浄機内で混合させ、粉体技術と流
体力学により理想流体を作り出し吹付け
る技術です。 

 

25年前、ドイツ旧グリーンテック社におい

て航空機の塗膜剥離用に開発されたの
が元になっております。 



 導入機械 



↑コンプレッサー ↑洗浄機 



↑洗浄機 ↑ドライアイス投入状況 



↑試験洗浄状況 ↑試験洗浄状況 



①付着物に−79℃のドライアイス

を噴射することにより表面温度が
急激に低下し、熱収縮（サーマル
ショック）によって付着力は弱まる。 
       

②付着物の隙間にドライアイスが
入り込み、約750倍の体積膨張
が発生する。 
        

③ドライアイスは気体へと昇華し、
剥離後の 付着物のみが残る。 



 ドライアイスは柔らかい物質のため研磨力が低く、金
属なら傷つけない。 

 

 手や器具が届きにくい箇所も洗浄可能である。 

（ドライアイスは隙間に入り込む。また曲型ノズルによ
る洗浄も可能である） 

 

 薬品洗浄とは異なり、廃液が出ないので環境に良い 
（＝乾式洗浄）。 

 







↑試験洗浄前 ↑試験洗浄後 





↑試験洗浄後 ↑試験洗浄後 



 回路基板：【埃】 



 食品工場：【油】 



 鋳造金型：【油と錆】 



 射出成型スクリュー：【樹脂】 




